
「にいがた県民教育研究所」
とは、どんな研究所か

一人ひとりの子ども、青年を大切にする教育は、

学校だけでは成立しない。家庭と地域住民とま：校

がしっかり連携し、自治体も共になってという方

向をつくる必要がある。

「子育て、教育」を地域住民の共同の事業とし

ていくことである。

このことの必要性は当研究所出発以来三年にな

ろうとする今、検証されつつある。父母地域住民、

県民各層の子育て、教育、発達、地域づくりへの

要求と関心、ねがいをその体験に即して丁寧に聞

き、共に話り合ってっくりあげる理論と方法 「県

民みんなで発達しあう教育論」をつっくりあげてい

こうというのか「にいがた県民教育研究所」である。

一人ひとりの会員の会費によって運営され、会

員と県民父母の発言で運営される研究所には今450

名余の会員が結集している。

しかし、まだ「自転車操業」で、ある。千名を超え

る会員になったとき、当研究所は質 ・量共に、県

民の期待をになう教育研究所として位置づくこと

になる。

つぎのような活動しているので、利用し、そし

て会員になって項きたい。

研究所のしごと

。「新潟の教育情報」季刊発行No.2～No. 9までパ

ックナンノfーあり

04つの研究部会の活動（「人格形成と教育」・
「人権と教育」・「心とからだ」・「授業づくり」）

の定期開催

0教養セミナ一年4回の開催
0地域教育力調査（現在、新潟市大江山、霊能町）
O教育相談・教育懇談会活動、講師紹介…是非
進んで参加しご利用下さい。

圃会費会員1万円 ・準会員5千円・特別会員

10万円（すべて年会費です。）

問い合わせ先
干951 新潟市東中通1-86・山崎ピル2階
TEL 0252(28)2924 

この本を読まれる方々に

にいがた県民教育研究所

木村隆利

職場に、地域に、 学校にそして家庭に、 競争と

多忙が広がり大人も子どもも孤立が深まり人間ら

しい人閣の交流が薄らぎおろそかにされつつあり

ます。

加えて商品化の波は子どもをとりまく私たちの

生活から、すべての人聞のできごとをわがことの

ように思う暖い人間の心を奪おうとしています。

この本はこうした環境で、すべての子どもの命

を、心を、発達をどうやって健全に育てたらいい

かを提案しています。保育者、小・中J高の教師、

大学の先生方そして保健婦 ・弁護士 ・医師（病院）

の方の血のにじむような、すべての子を大切にす

る実践と研究成果がくり広げられています。

・教職員労働組合の「古いカラ」をぬぎすでたい方、

チどもの人権を守りたい方は「一人ひとりの子

を大切にする」シンポジウムを－－。（「都教組」

の実践を）

・子どもの命と発達を医療の面から保障しようと

いう方々は長野中央病院小児科の方の熱い記録

を…。

父母、 教師、研究者、国民各層のすべての人に

人間らしい子育て、教育、地域づくりの指針を方

向づけている本です。

カバー版画
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